
昭和 61年 10月 南座 

主な配役 

 

昼の部 

「奇術師の言い訳」 

サラリーマン河野（喜多康樹） 同山口（曽我廼家八十吉） 噺家半助（八木五文楽） 

漫才師イチゴ（里美羽衣子） 同レモン（大堀香織） 従業員京子（藤枝由美江） うさ

ぎの主人すみ子（義士廼家緑） 興行師八木沢（小島慶四郎） 事務員浜田（曽我廼

家寛太郎） 秋男の母親かつ江（正司照恵） 秋月の妻里子（岸本康子） 同娘ひろみ

（千里野朱美） 奇術師大空秋月（高田次郎） 秋月の弟子秋坊（曽我廼家玉太呂） 

金貸し村井（曽我廼家文童） 労務者和島（中川雅夫） 踊り子ナオミ（月城小夜子） 

同カオル（山田弥生） 通行の人（瀬々良木澄江･吉田美穂･千葉由香･関義郎･甲斐

正法） 

 

「船に乗り遅れた女」 

出稼ぎの客加藤（関義郎） 同川上（木曽川満） 旅行の夫北野（里美隆） その妻藤

子（宮村八須絵） 乗船客江田（仲圭介） 乗船客母親友江（義士廼家緑） 同長女美

智子（安芸佐代理） 同次女鮎子（里美羽衣子） 乗船客 A(田辺厚子） 同 B(前田秀

美） 同 C(大堀香織） 迎えにきている男（曽我廼家一二三） 同女（瀬々良木澄江） 

降船客西山（沢田光生） 迎えにくる男（結城市朗） 乗船客大江（御陵多栄子） 同宮

下（藤枝由美江） 南港勤務員国本国（曽我廼家八十吉） 乗船員米村（喜多康樹） 

乗船客大山（曽我廼家五九郎） 出入業者岡田（梅大路満） 同三宅（甲斐正法） 菓

子卸商安田平太郎（藤山寛美） 小荷物係木村修一（都築謙次） 南港勤務員後藤

（曽我廼家寛太郎） 安田の妻信子（四条栄美） 食堂従業員冴子（花井万津恵） 同

露子（山田弥生） 食堂主任重田（小島慶四郎） 同調理士市本（曽我廼家玉太呂） 

重田の妻咲子（滝由女路） 三原君子（井上英以子） 魚市場の人野元（金乃成樹） 

信子の母親房江（酒井光子） 降船客（千葉由香･次乃女祐美･吉田美穂･藤田功次

郎）  

 

「床やと殿様」 

出前の小女お竹（大堀香織） 釣鐘床弟子留次（喜多康樹） 髪結客おかね（宮村八

須絵） 同おつま（御陵多栄子） 釣鐘床弟子三吉（曽我廼家文童） 骨董屋古文堂

（高田次郎） 金蔵の女房お由（正司照恵） 愛妾お艶（滝由女路） お女中信乃（月

城小夜子） 浪人赤間（金乃成樹） 天王寺屋若旦那庄之助（中川雅夫） 芸者ちどり

（千里野朱美） 仲居おすえ（岸本康子） 浪人黒部（曽我廼家寛太郎） 女将お松（酒

井光子） 芸者君弥（藤枝由美江） 岡っ引源太（梅大路満） 下っ引万助（都築謙次） 



早見主水正（藤山寛美） 早見の臣真弓（曽我廼家八十吉） 天王寺屋庄兵衛（曽我

廼家五九郎） 城代近習大垣（木曽川満） お局八島（四条栄美） 腰元初音（安芸佐

代理） 同吉野（田辺厚子） 同弥生（次乃女祐美） 同三笠（前田秀美） 金蔵の妹お

染（山田弥生） その友お花（花井万津恵） 捕方一（沢田光生） 同二（仲圭介） 同

三（里美隆） 同四（曽我廼家一二三） 同五（甲斐正法） 同六（藤田功次郎） 町の

女房（瀬々良木澄江･吉田美穂） 町の子守（千葉由香） 町の娘（里美羽衣子） 町の

男（関義郎） 

 

 

夜の部 

「浮気とたぬき」 

真里子の恋人堀口（喜多康樹） ホステス順子（山田弥生） 同千春（瀬々良木澄江） 

同マキ（前田秀美） バーテン戸村（曽我廼家玉太呂） 客吉田（沢田光生） 同太田

（曽我廼家一二三） 同北村（都築謙次） 同西川（木曽川満） 同礼子（千葉由香） 

同滝子（里美羽衣子） 同村井（里美隆） 同鈴木（仲圭介） 同箕島（曽我廼家八十

吉） 同原田（曽我廼家寛太郎） ママきくえ（正司照恵） きくえの夫小谷勝造（曽我

廼家文童） ホステス真里子（花井万津恵） 興信所所員池田（梅大路満） お手伝い

梅子（田辺厚子） 知人岡本覚之輔（小島慶四郎） 岡本の妻静子（岸本康子）  

 

「南地大和屋へらへら踊り」 

湯豆腐屋の客甲（仲圭介） 同乙（都築謙次） 湯豆腐屋の娘きよ子（前田秀美） 東

西屋勇吉（曽我廼家寛太郎） きよ子の母おとせ（岸本康子） 町内役員山川（甲斐正

法） 同木村（結城市朗） 新派の役者静川光次（曽我廼家玉太呂） 同伊島峰男（小

島慶四郎） わらび餅屋（曽我廼家一二三） お抱え俥夫仙吉（八木五文楽） 大和屋

男衆山やん（藤山寛美） 同政どん（喜多康樹） 巴屋の女将お千代（宮村八須絵） 

大和屋の仲居お松（花井万津恵） 芸者梅弥（月城小夜子） 同いろ香（滝由女路） 

同菊千代（千里野朱美） 大和屋仲居お作（瀬々良木澄江） 同女将きみ（義士廼家

緑） 芸者笑鶴（四条栄美） 同初丸（御陵多栄子） 同玉勇（山田弥生） 同久栄（安

芸佐代理） 同若次（藤枝由美江） 同雪子（大堀香織） 同玉菊（次乃女祐美） 同染

香（吉田美穂） えんの娘美佐子（井上英以子） 煮豆や（沢田光生） 中山えん（酒井

光子） 近所の娘市子（千葉由香） 風呂へ行く男（里美隆） 稲山清太郎（中川雅夫） 

商工会議所会頭藤沼（金乃成樹） 銀行頭取馬谷（曽我廼家五九郎） 電鉄社長鳥井

（曽我廼家八十吉） 貿易振興会会長勝原（梅大路満） 坂口祐三郎（高田次郎） 近

所の人（田辺厚子･里美羽衣子･木曽川満･藤田功次郎･関義郎）  

 

 



「色気噺お伊勢帰り」 

講中の先達源造（八木五文楽） 講中伊吉（金乃成樹） 同又兵衛（喜多康樹） 同由

松（曽我廼家八十吉） 同卯之助（里美隆） 同寅次（仲圭介） 同徳三（沢田光生） 

同作兵衛（都築謙次） 大工清八（曽我廼家文童） 左官喜六（藤山寛美） 旅芸人の

座長万平（梅大路満） その女房お千（義士廼家緑） 一座の男衆吾助（曽我廼家玉

太呂） 娘旅芸人お百（山田弥生） 同お十（千里野朱美） 同お四（瀬々良木澄江） 

同お三（大堀香織） 同一（安芸佐代理） 同二（前田秀美） 鳥追いの女おえん（花井

万津恵） 喜六の女房お安（正司照恵） 長屋の女房おすぎ（藤枝由美江） 同おうめ

（宮村八須絵） 家主庄兵衛（高田次郎） 清八の女房お咲（滝由女路） 遊女お紺

（四条栄美） 同お鹿（月城小夜子） 宮男太吉（結城市朗） 目明し文吉（曽我廼家五

九郎） 下っ引三次（曽我廼家寛太郎） うわばみの権九郎（中川雅夫） 油屋女将お

かつ（御陵多栄子） 油屋男衆甲吉（木曽川満） 同乙松（甲斐正法） 飛脚（関義郎） 

旅の女（吉田美穂） 旅の人藤田功次郎） 旅商人の夫（曽我廼家一二三） 同女房

（田辺厚子） 巫女（里美羽衣子･千葉由香）  

 


